















竹添進一郎の『左氏会箋』 （以下、 『会箋』 ）は明治期に至るまでの『左伝』注釈の集大成として評価されてきたが、同書

















































































ら記された部分 「本文」 称す）と、行間欄外に施された訂正追加ともに竹添の自筆である。先行注釈 関する情報はすでにほとんどが削られ、先行注釈と竹添自身の説が区別しがたくなっている。　
八冊本左伝補解は巻八（文公十八年）までで終わっている。上野氏は本文について自筆ではないと述べるが、筆者は一部
に二十五冊本と同じ筆跡を確認している。竹添自身を含ん 複数人 書写したも 思われる。訂正追加は自筆。　
二冊本春秋経伝集解は巻一（隠公） ・巻二（桓公）のみ残り、本文は印刷されている。上野氏は二冊本冒頭の三枚につい
てのみ印刷であることを指摘しているが それ以下 冒頭 は体裁 異なるものの全て印刷されたものである。自筆の訂追加がいまだ 多く施されている。　


















































であった。公は決行の日取りを聞きつけ、 「もうよいぞ」と言い、子封に命じ車二百乗を率いて京を伐たせた。京は大叔段に背き、段は鄢に入った。公は彼 鄢で伐った。五月辛丑、大叔は共に出奔した。　（経文には） 「鄭伯、段に鄢に克つ」とある。段は弟としてのあり方を踏み誤ったので、 「弟」とは記さなかったのだ。二人の君主がいるような争いなので、 「克つ」と記したのだ。 「鄭伯 呼んだのは、教え導くことができなかった点を批判している である。これを、 「鄭志」という。 「出奔」と記さないのは そう書くことをはばかったためである。　荘公はその後姜氏を城潁に置き、 「黄泉の国に行くまで会うことは ない」と誓ったが、やがてそれを悔いた。潁谷の封
人である潁考叔はそれを耳にし、公に貢ぎ物を捧げた。 が彼に食事を与えると 食べながら肉 取り分ける。公 その訳を尋ねると、 「私には母がおりますが、いつも私がしつらえる食事ばかり食べ、わが君の羹 どいただい ことがありません。持ち帰ってやりたい す」と答える。公　「お前には持ち帰ってやるような母がいる。ああ、私にはいないのだ」 。潁考叔　「それはどういうことでしょう」 。公は彼に理由を語り、悔いているこ も話した。潁考叔は
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　「わが君にはご心配なさいますな。泉が出るまで穴を掘り隧道を作ってお会いすれば、話が違うなどと誰も言わぬでしょう」 。公はそれに従った。公は隧道に入り詩を賦した。 「大隧の中、その楽しさはなごやかに」 。姜氏は隧道を出てから詩を賦した。 「大隧の外、その楽しさはのびやかに」 。こうして元通りの母子となった。　君子はいう。 「潁考叔は篤孝の人物だ。自分の母を愛し、それを荘公に及ぼした。詩に『孝子匱しからず、永く爾が類を
錫う』とあるの 、このことであろうか」 。　
初、鄭武公娶于申、曰武姜。生荘公及共叔段。荘公寤生、驚姜氏。故名曰寤生、遂悪之（一） 愛共叔段、欲立之。亟請




肉。公問之。對曰「小人有母、皆嘗小人之食矣 未嘗君之羹、請以遺之 公 爾有母遺 繄我独無」 。潁考叔曰「敢問何謂也」 。公語 故、且告之悔。對 君何患焉。若闕地及泉（十） 、隧而相見、其誰曰不然」 。公従之 公入而賦「大隧之
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いることである。伝文「遂悪之」について（一） 「応「驚」字也」と注し それより前の「驚姜氏」に対応した表現が用いられていることを指摘する。また公子呂の発言「請除之」について（八） 「応「蔓草猶不可除」之「除」 」と注し、祭仲の発言「蔓草猶不可除」に対応していることを指摘する。 （四） 「害」字受「国之害」也」 、 （七） 「応「君将不堪」 」 、 （九） 「応上
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「多行不義」 」 、 （十） 「 「及」字与前「及」字影応」も同様である。　
これらの注が『会箋』稿本より成本に至るまでのどの段階で取られたか調査を行った。その結果を以下に記す。注文の下
に記した「集・一・二・三・成」は、それぞれ集説・第一稿・第二稿・第三稿・成本がそれを取っていることを表す。　（一）応「驚」字也。言及成長、遂悪之。 （集・一・二・三・成）　（四） 「害」字受「国之害」也。 （三・成）　（七）貳者益多、国非其国。故曰「不堪貳」 。 （集・一・二・三・成）　（八）応「蔓草猶不可除」之「除」 。 （二・　（九） 「義」下挿「則」字看。応上「多行不義」 。 （集・一・二・三・成）　（十） 「及」字与前「及」字影応 （三・成）　（一） （九）は集説より一貫して取られている。 （八 は第二稿以降取られる。 （四） 「 「害」字受「国之害」也」と（十）は第三稿以降取られる。 （七） 「応「君将不堪」 」は成本に至るまで取られていないが、それ以外は 三 までに取られている。このような例は他の場面でも見ることができる。少なくとも隠公についていえば 文章における表現の対応に注意を向ける『纉考』の注は『会箋』第三稿までにその多くが取り込まれ、 『会箋』そのものの特徴となっているのである。　『纉考』のもう一つの特徴は、登場人物がなぜその行為をしたのか、心理に立ち入る注を付けるということである。姜氏が共叔段のために制をねだったことについて（二） 姜氏似既有志（姜氏にはすでに企みがあったようだ） 」と注し、反乱計画に繋がる企みをすでに姜氏が懐いていたとする。それに対する荘公の返答についても、 （三） 「荘公亦有心。佯為愛弟者而拒之（荘公にも心づもりがあり、弟を愛するがゆえに拒んだふりをしたのだ） 」と注し、姜氏と荘公のやり取りを 理的な
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駆け引きとして読み解こうとしている。 （四） 「荘公心計既決。何等模写」 、 （五） 「公不友而有害心。故激之」も、荘公の所作の裏には弟への警戒心があったと説明するものである。そして荘公の言葉「子姑待之 しばらく待っておれ） 」に対して（六） 「公之心始形於言（荘公の本心が初めて言葉に表れた） 」と注するのである。以下、これらが『会箋』のどの段階で取られたか同じく示す。　（二）姜氏似既有志。 （三・成）　（三）荘公亦有心。佯為愛弟者而拒之。 （三・成）　これらの注は集説・第一稿では全く取られておらず、第三稿に至って（二） （三）のみが取られた。このような例も他で




























引用した伝文に続く荘公の言葉「我死乃亟去之」に「鄭荘之不有許、不是量大、不是膽怯、直是時勢明。見識老、真姦雄也」と注 ている。第二稿ではこれと同文を記しながら、追加訂正の際にそれを抹消している。そして第三稿の追加部分に至って人物評の位置を「亦聊以固吾圉也」の下に移 、 『纉考』を引きながら「姦雄」への書き換えを行ったのである。　
そして九年の場合、第一稿に人物評はなく第二稿の追加部分以降次のように『纉考』が用いられるが、やはり「英主」を
改めて「奸雄」としている。
第二稿追加部分「荘公奸雄。挾天子以振威於中国。隠桓間諸侯之雋、楚有武王、鄭有荘公、次之者斉僖而已」 （ 「荘公英」と書きかけ、 「英」を塗りつぶし「奸」に直してある）第三稿・成本「荘公奸雄。挾天子以振威於中国」
　
この二例における書き換えの背景には荘公に対する歴代の否定的な評が存在していると考えられるが、竹添は実際に集説
の段階で荘公を「奸」とする評を拾っているのである。たとえば、十一年「亦聊以固吾圉也」に対して『左伝経世鈔』に引く丘維屏は「奸人家数（奸人のやり口） 」と評し、竹添は集説でそれ 抜き書きしている。しかし第一稿以降これは記されない。また、前節で挙げた荘公 共叔段の争いに関 て、伝文「公曰無庸」 『左伝経世鈔』は「写出狠毒之心、老謀奸深如見」と記す。これも集説には抜き書きがあるものの、第一稿以降取られ ない。また、先に引用 た許叔に対する発言「寡人有弟」に、 『左伝経世鈔』に引く丘維屏は「便是老奸、曹瞞語有如此」と記し、荘公の言葉を乱世の姦雄・曹操になぞらえている。これもやはり集説にあるものの第一稿以降にはな 。この他、荘公に対する「姦（奸） 」という評は、近藤元粋『増註春秋左氏伝校本』に引く呉秉権や奥田元継『春秋左氏伝評林』に引く李笠翁などにも見ることができ 竹添が依
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　『纉考』には文章における表現の対応関係を指摘する注があり、それらの多くが『会箋』の稿が進む中で徐々に取り入れられていった。また、 『纉考』には登場人物 心理に立ち入る注もあり、それらは『会箋』の稿が進んだ段階で一部のみ取り入れられた。以上の二つは、 『纉考』の特徴がそのまま『会箋』の特徴となった例である。　『纉考』は鄭の荘公を「英主」と評す が、これは荘公に対する人物評としては例外的なもの ある。 『会箋』は『纉考』
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何新文『 《左伝》人物論稿』 （中国社会科学出版社、二〇〇四年） 百四十二頁以下。何氏自身は、 『左伝』の作者そのものは荘公に対
して肯定的評価を下していると判断している。
〔付記〕
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本稿執筆のための文献調査に当たり、無窮会ならびに静嘉堂文庫の皆様にはたいへんお世話になりました。ここに記し、お礼を申し上げま
す。　【キーワード】　　
・ 『左氏会箋』
　
・ 『左伝纉考』
　
・竹添進一郎
　
・亀井昭陽
　
・稿本研究
